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（OTU）が 452,401検出された。その際の平均的な菌数は 1.4 x 107 bacterial cells/cm2
であった。この中で、 Proteobacteria, Firmicutes, Bacteroidetes が最も優先な微生
物のグループ (門 )であることがわかった。その菌の同程度が最高度のものは
Enterobacter, Pseudomonasであった。また、Bacillus cereus, Cronobacter sakazaki, 
C. turisensis, Escherichia coli, E. coli O157:H7, Salmonella bongori, S. enterica, S. 
























学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関し、論文調査委員及び公聴会出席者より、生菌数と死菌数の関係、食中毒
菌の出す毒素とレストランの等級の関係、菌の相互作用と食中毒菌に及ぼす影響、食中
毒菌の増殖を抑える可能性のある菌の役割等につき質問があったが、いずれについても
著者から十分な回答があり、質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した。 
